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１．避難勧告等の基準に活用するための　　
土砂災害警戒避難基準雨量等の改善方針

・（情報提供）
　都道府県から市町村へ迅速・確実に情報提供を行う。

・（地域防災計画への記載）
　土砂災害警戒避難基準に関する情報を、避難勧告等の
発令基準として、地域防災計画に記載する。

・（情報内容）
　都道府県か市町村へ現在送付している情報に加え、時
間的な経過が分かる図（スネーク曲線）や解説文を添付す
る等、切迫度が分かるよう工夫する。

・（基準の精度向上）
　最新のデータを加え、基準の精度向上を図る。

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）
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２．土砂災害警戒避難基準雨量の設定方法

①縦軸を短期降雨指標、横軸を長期降
雨指標とする。

②過去の災害発生事例と非発生事例
をプロットする。

③発生と非発生の領域境界に直線を
引き、土砂災害発生危険基準線（CL）
とする。

④CL到達まで１時間、２時間の余裕を
見込んだ線を引き、避難基準線（EL）、
警戒基準線（WL）とする。

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

－２－

ELとWLの設定④

データのプロットとCLの設定（②③）

スネーク曲線



３．土砂災害警戒情報の概要

砂防部局と気象庁双方の土砂災害の危険度判定に関する知見を
組み合わせ、市町村単位に新しい情報を共同で発表するもの。

都道府県
（消防防災部局）

砂防部と気象庁との連携・協力で新たに提供される情報の流れ（土砂災害警戒情報）

テレビ・ラジオ

大雨注意報・警報

土砂災害警戒避難
基準雨量

都道府県砂防部局
（土木部等）

地方気象台

行政サービスとして提供

気象業務法に基づき伝達

市町村

住

民
土砂災害警戒情報

大雨注意報・警報の中で、予測雨量に
基づき、土砂災害への警戒を呼びかけ

都道府県砂防部局からの情報の流れ（土砂災害警戒避難基準雨量等）

気象台からの情報の流れ（気象警報等）

市町村の警戒避難体制の確立のた
め、土砂災害に関する情報を提供

平成１７年９月１日から、
鹿児島県で初めて本格運
用を開始

実際に発表された情報

（伝達手段は白黒FAX）

（気象庁HPではカラー図
を閲覧可能）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

－３－

運用予定：

　平成１８年度は島根県などで提供開始
　平成１９年度までに全国で提供開始



砂防部局 ：
土砂災害警戒避難基準雨量

気象庁 ：
土壌雨量指数
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土砂災害土砂災害発生危険基準線発生危険基準線
（（Critical Line:CLCritical Line:CL））

AND/OR方式（現状） 連携案方式（将来）

砂防部局、気象庁それぞれの指標を独立に判定し、
　　・両方の指標が基準を超えた場合（AND方式）
　　・片方の指標が基準を超えた場合（OR方式)
において基準を超えたと判定する。

砂防部局、気象庁それぞれの指標を組み
合わせた新しい指標を用いて判定する。

縦軸：短期降雨指標として60分間雨量
横軸：長期降雨指標として土壌雨量指数

過
去
の
履
歴
情
報

土 壌 雨 量 指 数
現在の土壌中の水分量と履歴順位

大雨注意報・警報への活用　
防災気象情報の高度化

レーダー・アメダス解析雨量
降水短時間予報

第１タンク

第２タンク

第３タンク

過
去
の
履
歴
情
報

土 壌 雨 量 指 数
現在の土壌中の水分量と履歴順位

大雨注意報・警報への活用　
防災気象情報の高度化

レーダー・アメダス解析雨量
降水短時間予報

第１タンク

第２タンク

第３タンク

（提言案の場合）

（土壌雨量指数の値そのものではなく、値
が過去何番目に大きな値となったかを意
味する「履歴順位」で基準超過を判定）

４．土砂災害警戒情報の今後の方針 第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）
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中山間地域における地域における人口の割合は高齢者等の割合が大きい。

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

全国：平成17年5月1日現在総務省統計局資料、東京都：平成12年10月1日国勢調査資料

大分県：平成15年10月1日現在大分県資料、宮崎県：平成16年10月1日現在宮崎県資料、鹿児島県：平成16年10月1日現在鹿児島県資料

0～4歳 5～64歳 65歳～ 合計 高齢化率
5,684,000 96,525,000 25,325,000 127,534,000 20%
1,420,919 8,685,878 1,910,456 12,017,253 16%

3,461 57,659 23,205 84,325 28%
170,212 760,919 284,207 1,215,338 23%

荻町（現　竹田市） 105 2,170 1,179 3,454 34%
湯布院町 446 8,074 2,821 11,341 25%

173,278 722,230 264,956 1,160,464 23%
山之口町 281 4,881 1,911 7,073 27%
三股町 1,223 18,397 4,930 24,550 20%
椎葉村 156 2,139 1,234 3,529 35%
高千穂町 650 9,744 4,831 15,225 32%

38,480 641,068 260,413 939,961 28%
垂水市 600 12,254 6,299 19,153 33%

人口構成の状況

宮崎県

鹿児島県

全国
東京都

大分県
被災7市町村

－５－

５．平成１7年の土砂災害被災箇所の人口特性



被災した７市町村のうち４市町村〔大分県荻町（現　竹田市）、宮崎県高千穂町、椎
葉村、鹿児島県垂水市〕が過疎市町村であり全国的にも過疎市町村は約38％該当
している。

６．平成１7年の土砂災害被災箇所の過疎化の状況（1）

平成17年4月1日現在　（財）過疎地域問題調査会ＨＰ抜粋

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

全市町村数
過疎

市町村数
過疎

市町村率

全国 2,395 899 38%

東京都 39 5 13%
被災
7市町村 7 4 57%

大分県 25 19 76%

宮崎県 44 21 48%

鹿児島県 78 57 73%

過疎市町村の状況

－６－



被災箇所の７市町村のほとんどが人口が減少しており、過疎化が進行している。

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）
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７．平成１7年の土砂災害被災箇所の過疎化の状況（２）

注：1965年を基準年にした人口増減率。なお荻町,湯布院町は1975年を基準年とする。

　　国勢調査結果を引用

過疎地域：昭和３５年（４０年）から平成７年（１２年）までの３５年間の人口減少率が３０%
　　　　　　　以上の要件等に該当する地域

－７－



②市町村から住民への情報提供
　手段：電話、テレビFax、等
　内容：雨量情報、災害情報　　等

住民側
（避難施設・区長等）

情報端末

電話／ＦＡＸ
情報提供装置 電話／ＦＡＸ

電話応答
システム

防災情報
システム

等々

市町村

等々

電話回線を利用した各戸へのオフトーク通信
（高知県池川町）

８．　電話回線を利用した各戸へのオフトーク通信の状況 第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

－８－



９．土砂災害警戒避難基準雨量～情報提供例（大分県）

ＦＡＸによる情報提供例

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

－９－
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１０．土砂災害警戒避難基準雨量～情報提供例（大分県）

インターネットでのスネークライン図の公開（情報提供例）

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

－１０－



１１．土砂災害警戒避難基準雨量～情報提供例（宮崎県）

ＦＡＸによる情報提供例

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）
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１２．土砂災害警戒避難基準雨量～情報提供例（宮崎県）

ＦＡＸによる情報提供例

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）
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１３．土砂災害警戒避難基準雨量～情報提供例（宮崎県）

ＦＡＸによる情報提供例

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

日
之

影
町

へ
の

情
報

提
供

－１３－



１４.土砂災害警戒避難基準雨量～情報提供例（鹿児島県）

ＦＡＸによる情報提供例

第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）
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第１回検討会　　　　　　　
　（平成17年10月5日）

　 定　　義

避難準備情報
要援護者等、特に避難行動に時間を要する者が避難行動を開始しなけ
ればならない段階であり、人的被害の発生する可能性が高まった状況
に発令される

避難勧告
通常の避難行動ができる者が避難行動を開始しなければならない段階
であり、人的被害の発生する可能性が明らかに高まった状況に発令さ
れる

避難指示

・前兆現象の発生や、現在の切迫した状況から、人的被害の発生する
危険性が非常に高いと判断された状況に発令される
・堤防の隣接地等、地位の特性等から人的被害の発生する危険性が非
常に高いと判断された状況に発令される
・人的被害の発生した状況に発令される

出典：「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン　　平成１７年３月　　集中豪雨時等における

　　　　情報伝達及び高齢者等の避難支援に関する検討会｝

１５．避　難　勧　告　等　の　定　義

－１５－


